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―   新・サマー防災キャンプ 実施報告－ 

           「地域の小中学生と一緒に活動」 

新しいテーマで実施しました！ 

   

新しいテーマを盛り込んだ「サマー防災キャンプ」。企画と準備には、例年よりも多くの時間をかけました。 

 

１．活動報告 

 ６月  企画・準備開始！ 

コアメンバー（１，２年生の実行メンバー）で ランチミーティング 

みんなでアイデアや意見を出し合いながら、一つ一つ作りあげていきました。 

      ランチミーティングを何回も開き、今年の「防災キャンプの内容」が決まりました！ 

      今年は「災害弱者の避難所生活について考える」 です。 

      一番時間をかけたのは、地域の小中学生に参加してもらえる「体験型」のプログラム内容を考えること

です。  「考えては練り直し」、また「確かめては練り直し」 でした。 

      そして、「高齢者の立場」と「車イスでの避難所生活」を体験する活動に決定しました。 

★ プログラム内容（「しおり」より抜粋） 

       

 

 

 

 

 

 

 



このプログラム内容を GLiS 類型生徒の力で小中学生のみなさんに「参加してよかった」と思ってもらえるよう

に運営していけるように、事前学習も行いました。 

２．  事前学習会（６月１８日）    

 防災士の大山崇寛氏（丸一興業株式会社）から災害時に自分や家族の身を守るために大切なことについ

て講演していただきました。 また、講演後は、 実行メンバーとのミーティングにも参加していただき、実行メンバ

ーの意見やアイデアについてアドバイスなどいただきました。「サマー防災キャンプ」のプログラム内容の改善

や実施に向けて、有意義な意見交換の時間をもつことができました 

           

 

３． サマー防災キャンプ（８月１日） 

  今年は、GLiS 類型生徒（１，２年生）５６名、そして地域の小中学生と保護者の方１７名と一緒に実施しまし

た。  

・防災クイズラリー 「通学途中、自転車走行中、道路で、駅で、地震発生！あなたはどうする？」 

  「日常生活のいろんな場面で災害が発生した時、自分の身を守る方法」などをクイズにして、地域の参加者

の方と一緒に考えました。 

＊地域の参加者からの感想   

・防災に関する言葉や内容を、知っているつもりでちゃんと理解できていなかったり、うろ覚えだったりしたことを

確認できて良かったです。 

・学生さんが手作りしたのがよくわかる一つ一つ丁寧に説明してもらえるイベントでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時の混乱を体験

 

 

 

実行メンバーとのミーティング 

 

 



・避難所疑似体験  「災害弱者の避難所生活について考える」 

 「高齢者の立場」と「車イスでの避難所生活」を体験する活動を行いました。「高齢者疑似体験グッズ」と「車

いす」は、伊丹市と宝塚市の社会福祉協議会にご協力いただき、貸していただきました。  

  また、伊丹市と宝塚市の社会福祉協議会の方には「災害弱者の避難所生活体験活動」のプログラムにも関

心を持っていただき、当日には、見学に来てくださり、実際に体験活動にも参加してくださいました。今年初めて

の手作りの活動でしたが、私たちの取組に関心を寄せていただいたことはとても嬉しく、励まされました。 

＊GLiS生徒・地域の参加者の感想 

・身体の動きや視覚聴覚が制限される中、勝手をよく知らない避難所で沢山の人がいると、だんだん動きたく

なくなったりコミュニケーションを取りたがらなくなったりするかもしれない、と想像することができました。 

・高齢者はこんなにしんどい思いしてると言うことがわかって実際の避難の際には高齢者の足元とか聴覚とか

そういうところにも気をつけたいと思いました。 

・体験してみたら、体がとても重たく、歩きにくくて、高齢者の方の大変さを実感することができて、よかったと思

いました。また、実際に体験することが一番理解できると思いました。 

・避難所の再現がとても上手かった！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自衛隊プログラム   

「災害時の支援活動と救護方法の実演」と「自衛隊炊き出しカレー」 

  今年も、自衛隊の方にご協力いただき、講演と実演をしていただき、そして「炊き出しカレー」を作ってくださ

いました。 

＊GLiS生徒・地域の参加者の感想 

・自衛隊の方々の活動は真似出来ないもので、こんなにも「いざ」というときのために日々訓練してくださってる

ことに感謝です。炊き出しのカレーは絶品でした。 

・活動のおかげで災害時でも安心することができます。感謝しかありません。カレーの味は美味しすぎて忘れら

れないです。 

・実際の映像を見れて、より実感がわき、自衛隊の人がいてくれたことがどれほど、助けになったのか、よく理解

できました。これを見ることで、もし自分が避難所生活になった時に、周りの人を助けようと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パラコード作り    「ブレスレットが、いざという時、ロープになる！」 

地域の参加者の方に作り方を教えてました。気に入ってもらえてよかったです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊最後に・・・ 

  実施後に今回の「振り返り」をしました。 

「地域の方たちとの話し合いをしやすいような環境をもっと作れていたらよかった。」 

「プログラム通りの時間で進行できないところもあった。事前にもっと打ち合わせや確認が必要」といった意見

が多くありました。 

 これからのＧＬｉＳ類型主催の行事では、これらの課題を改善し、「参加していただいた地域の方との会話やコ

ミュニケーションをより大事にする気持ちと姿勢」を持って活動していきたいと思っています。これからもＧＬｉＳ生

のアイデアで手作りの活動を考えていきますので、またぜひ参加してください！ 

自衛隊の方にお礼を述べました。 おいしいカレーをいただきました！ 

自衛隊の方の「人命救助」活動を映像で視聴 毛布でできる担架を教えてもらいました！ 


